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法政大学図書館司書課程
メディア情報リテラシー研究 第4巻2号、072-076

特集：デジタル・シティズンシップ教育最前線

研究推進校におけるデジタルシティズンシップ教育の推進

服部　隆
八王子市立由井中学校

1．研究動機
　
　GIGAスクール構想の中、1人 1台の学習用端末を利用する上で、安心安全に活用するための
観点として、デジタルシティズンシップ教育の推進に力を入れている。
　デジタルシティズンシップ教育と比較されるのが、「情報モラル教育」である。「情報モラル教
育」は、心情規範で、情報社会において、適切な行動を行うための考え方や態度である。その一
方で、「デジタルシティズンシップ教育」とは、デジタルの世界に起こりうる事象や出来事につ
いて、行動規範として学習していくものになる。これを実践するためには、小中高を含めた長期
的なスパンでの取り組みが必要になる。
　
2．研究実践①
　
　研究実践の 1つ目としては、「デジタルシティズンシップ教育」の導入として、「メディアバ
ランス」についての授業を行った。以下の内容は、『デジタルシティズンシップ＋』（1）の内容を
参考に実践したものである。生徒自身の中で、1日あたりのメディアに触れる時間を考え、その
上で他者と比較して、バランスの取れた利用計画をつくる取組を実践した。

対象学年 中学校 2年生
単元名   「メディアバランスについて考えよう」
単元の目標  普段の生活でどのようにメディアとのバランスをとっているか振り返る。
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3．研究実践②
　
　研究実践の 2つ目としては、「プライバシー」との関わり方について考えた。2つ目の実践の
内容も、『デジタルシティズンシップ＋』（2）の内容を参考にしたものである。特に日常生活の中
で起こりうる実際の事例を紹介して、その中で、自分の使用の用途に合わせて、取捨選択が出来
るようにする力を身に付けさせるワークを行った。
　
対象学年 中学校 2年生
単元名   「自分のプライバシーをどのように守りますか」
単元の目標 ネット上で自分のプライバシーを守るにはどうしたらいいのか、プライバシー

の概念について考え、広告主がユーザーの情報を収集するさまざまな方法を分
析し、自分のプライバシーを守るための戦略を明らかにすることができるよう
にする。
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4．研究実践③
　
　研究実践の 3つ目としては、「ネットいじめ」ついて扱った。3つ目の実践の内容も、『デジタ
ルシティズンシップ＋』（3）の内容を参考にしたものである。3つ目の実践は、①②の実践とは異
なり、小学生を対象にした授業である。近隣の小学校で、SNSによるトラブルが高学年で発生
しているという情報をもとに、小学校の教員と協議をした上で、この題材を扱うことになった。
また、3つ目の実践については、「小中一貫教育」の 1つとしても実践しており、中学校の教員
が「出前授業」という形で、小学校において授業を実践している。そのような点から、児童も非
日常感を感じて、自分ごととして捉えながら取り組んでいた。その後も、小学校の学級担任が
「学級通信」の中で、本実践を取り上げ、学校全体そして、各家庭においても周知される内容と
なった。
　
対象学年　　　小学校 6年生
単元名　　　　「ネットいじめと行動する人」
単元の目標 ネットいじめに対処する方法や、いじめられている人のために積極的に行動す
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る方法を確認する。
　
　
　
　
　
　
　
　

5．研究成果と課題
　
　今回、初めて「デジタルシティズンシップ教育」を採用して、1年間の研究を進めてきた。成
果としては、小中連携の軸となる取り組みになったということである。本校では、6月の小中一
貫教育の日において、中学校の生徒を対象に、小学校の先生方を中心に授業参観をしていただい
た。10月の小中一貫教育の日においては、中学校の教員が出前授業という形で、小学生を対象
に授業を行った。下の図にあるように、このデジタルシティズンシップ教育においては、子ども
たちのそれぞれの発達段階に応じた指導が必要となってくる。そのため、小学校段階から続けて
取り組むことで意味を成す教育である。「デジタルシティズンシップ教育元年」に位置づけた今
年であったが、次年度以降も中学校を拠点として、各小学校に裾野を広げていきたい。
　課題としては、普段の授業の中での取り入れ方や、取り扱い方である。今回の授業は、学級活
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動や総合的な学習の時間の中で取り組んだ。しかし、それだけでは数は十分でない。社会科や技
術科、または道徳の授業の中でも単元や内容項目に合わせて取り組むことが必要である。大切な
ことは、「長期的」かつ「継続的」に取り組むことである。小中学校段階での連携は必須である
が、その先の高校や大学、社会人となる段階でも必要となる力である。「Society5.0」の世界に
おいて、人とデジタルが共存していくことが大切である。そのためにも、学校現場における「デ
ジタルシティズンシップ教育」のもつ意味は大きなものである。
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